《大門みきし演説会おさそい》ハンドマイク原稿参考例　利根沼田地区委員会　６．１６
ご町内のみなさん。日本共産党です。いよいよ参議院選挙が近づいてきました。６月18日、午後６時から大門みきし参議院議員が、沼田市東原新町公民館で演説会を行います。たなはしせつ子、群馬選挙区予定候補者もお話しします。ぜひ、ご近所お誘いあわせ、お越し下さい。
　みなさん。鳩山首相が退陣し、菅さんが新しく首相になりました。小沢さんがやめたからもう一回だけ、期待してみようかという人もおられるかもしれません。しかし、鳩山さんがあれだけ期待されながら、わずか８ヶ月と少しで、政権が行きづまったのは、沖縄・普天間基地問題や、「政治とカネ」、後期高齢者医療制度や労働者派遣法など、暮らしの問題で「政治を変えたい」という国民の期待に背いて、公約を裏切ったことに対する、日本全体の声ではないでしょうか。
　菅首相にかわっても、その政治の中身を変えないと、また国民の支持を失い、行きづまるのは確実です。
　日本共産党は、「政治を変えたい」という、わたしたちの願いに応えて、政治を前に動かすために全力でがんばっています。ぜひ日本共産党と、たなはしせつ子に、大きなご支援をよろしくお願いいたします。
　ご町内のみなさん。この間の政治の動きを見て、政治はやっぱりかわらないとお考えの方もおられます。日本共産党とたなはしせつ子は、アメリカにも財界にも、キッパリモノを言うことができる、政党と人物です。
　菅首相の初仕事の内容は、沖縄県民の「願い」より、アメリカとの「合意」を優先して、沖縄への新基地建設をアメリカに約束することでした。民主党の公約違反に対して、全く反省がありません。
　日本共産党は違います。志位委員長がアメリカの国務省と会談して、沖縄県民の願いをアメリカに届け、「普天間基地は無条件撤去以外に解決しない」「日本のどこにも基地建設で同意が得られるところはない」とキッパリ述べてきました。沖縄では沖縄知事や、市町村長からも感謝の言葉をもらいました。これこそ本当の外交じゃないでしょうか。「基地はいらない」「日本は憲法９条で国を守る」と訴えている、日本共産党と、たなはしせつ子に大きなご支援をお寄せください。

　さらに、くらしの問題ではどうでしょうか。
　日本経団連が消費税を引き上げ、法人税を引き下げる。という提言を出したら、さっそく民主党の参議院選挙公約には、「法人税率引き下げ」とともに、「消費税を含む、税制の抜本改革をおこなう」ことが、明記されるといわれています。
　そもそも、消費税は所得の低い人ほど負担の重い、不公平な税金です。大企業減税の穴埋めに消費税増税というのは、財政再建にも、社会保障財源にも、役に立たず、庶民の暮らしを破壊し、景気を破壊し、日本経済の危機を、いっそう深刻にするものです。日本共産党の、たなはしせつ子を国会に送っていただいて、群馬県に住むわたしたちは、庶民増税に大反対だ、ということを示そうではありませんか。
　日本共産党と、たなはしせつ子は、派遣労働を規制し、正社員が当たり前の日本にすることや、大企業による、下請け泣かせをやめさせ、日本経済の宝である、町工場や商店街を応援します。高すぎる国保料を引き下げ、後期高齢者医療制度は廃止して、大企業のもうけを国民に返してもらい、国内生産、国内消費をすすめれば、景気回復にもつながる。と訴えています。
　ぜひ、日本共産党と、たなはしせつ子に、大きなご支援いただきますよう、重ねてお願いしまして、街頭からの訴えを終わらせていただきます。ご協力ありがとうございました。
